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奥信濃トレイルランニングレース実行委員会 

長野県スカイランニング協会 

代表 木村卓哉 

 

第 1 回奥信濃トレイルランニングレース ボランティア参加総括 

 

コロナ禍の厳しい情勢下、レースの無事の開催について深い敬意を表します。当会として参

加した総括を以下にまとめました。以下、ご参考になれば幸甚です。 

 

■長野県スカイランイング協会（以下 NASA）としての参加目的の達成度 

✓ メンバーがバラバラに配置されたため、「NASA」として運営に協力することで当会とし

てのチームビルディングの機会とする、という参加目的を達成することができなかった。

同一箇所の配置でないにしても相互が連動することで効果を発揮するような配置であ

れば、別の形で目的の達成が可能であった可能性もあります。 

✓ 若いメンバーがレースの裏側を経験する貴重な機会となった。 

 

（参加メンバー 合計 9 名） 

コース：1 名 

内山 

 

マーシャル：3 名 

小林清一、田中耕三、相良 

 

救護：1 名 

土屋佳秀 

 

エイド：4 名 

今井、黒谷、小林華蓮、木村 

 

■エイドステーション運営 

＜概要＞ 

✓ 当会メンバー4 名、一般ボランティア 2 名（+お子さん 2 名）、救護メンバー1 名で運営 

✓ 朝 5 時半集合→6 時？に現場到着→資材を降ろし事前設置済のテントを立て、エイドス

テーション準備→7 時 20 分？から選手通過→9 時？くらいから大会会場からピストン

輸送で給水→10 時過ぎに一時的に水の供給切れ（スポーツドリンク／コーラは供給継
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続）→11 時過ぎにスイーパー到着により業務終了→撤収・解散 

 

（人員態勢について） 

✓ 消毒＆マスクをする前提で参加者のセルフサービスという前提だったので、運営にあ

たってのスタッフ人数は十分だった。給水ピストンに 2 名を専属させても、他メンバ

ーで参加者への消毒のお願いをしたうえで追加物資の陳列を余裕をもって行うことが

できた。一方で、物資積み下ろしからエイドステーションの運営開始までの時間に余裕

はなかった。 

✓ 救護メンバーのエイド内での位置づけはあくまで別系統ということで、エイドステー

ションの統一的な運営という観点で対応に苦慮する場面があった。 

✓ 当会会員のみの運営であれば救護スタッフも自前で準備ができ（※）、上記問題もなく

スムーズに救護対応ができたと考えています。 ※協会メンバーには、医師・理学療法

士等の医療従事者、鍼灸資格を持つ者、野外救急の認定を受けている者が複数います。 

 

（物資について） 

✓ ポリタンクによるピストン供給前提であったが、一時的ではあるものの水の供給が滞

った。今回の通過人数であれば、ポリタンク数が更に 4 つ以上あればなんとか切らさ

ずに済んだと思われる。 

✓ 塩飴も途中で切れた。もう 1 袋あれば足りるのでは？と思われる。 

✓ スポーツドリンクの粉はギリギリだった。 

✓ ジンジャエール・サイダーは使い切ったがコカ・コーラは 2l×11 本残った。前者２つ

に拘らなければ、総量としての供給量は十分だったと評価できます。 

 

（動線について） 

✓ こちらからの軽い声掛けで回避できたが、ショートコースの選手のごく一部ですが勘

違いしてエイドステーションを利用しようとした。 

 

■提言 

✓ 設置場所をスタート地点付近にする。これにより、水の確保／リタイア者の搬送／ショ

ートコースとの区分け（エイドへの引き込み線とスルー線を分ける）、が容易になりま

す。 

✓ 参加者の不調を回避するための物資（水、スポーツドリンク、塩飴）は、余らせるくら

いのつもりで用意する。 

✓ エイドステーションを中心とした周辺エリアをカバーするようなお手伝いの仕方も可

能と感じました。年間計画に組み込むことができれば、現在 70 名以上の会員数を持ち

大会運営に資する資格や経験を持つ者も多数在籍しておりますので、いろいろな可能
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性を模索できそうです（規模感によっては当会内での決議が前提ですが）。 

 

■今後について 

究極的なところで目指すべきところは同じですので、今後もいろいろな機会に協力してい

ければと思っています。お互いに遠慮をすることなく、連携を深めていくことを強く希望し

ます。 

 

以上 

 


